
項目 テーマ 取組み内容 ①取組みと②数値目標

2022年7月8日

当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、

持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

 環境・

経済

地産地消の

推進

　①　支障木の廃棄量削減

　②(1)支障木から薪を製造し売上を

　　　　　徳島森林づくり推進機構へ寄付

　　 (2)支障木から木材チップを製造し地域へ

　　 　　 無料配布(リサイクルする支障木(くぬぎ限

         定)を全種へ拡大し、現在のリサイクル率

         20％を2025年80％まで拡大

　①(1)地元人材の積極的な採用

　　 (2)地域の協力業者拡大

　②(1)2025年までに地元人材5名新規採用

　　 (2)年１回説明会を開催し、2027年までに

　　　　　協力企業２社増加

大久保林産業株式会社

代表取締役　大久保　博規

SDGs宣言書

SDGsのゴール

　①(1)地元の子供スポーツへの参加、協賛

　　 (2)地域清掃活動への参加

　　 (3)作業現場のごみ自主回収
 環境・

社会
地域への貢献

さまざまな貢献活動を通じて、

持続可能な地域社会の

実現に努めます。

持続可能な社会の

実現のため、環境配慮型

製品・サービスの提供を

推進します。

地域人材などの地域資源を

積極的に活用し、

地産地消・地産外商を

推進します。

社用車、従業員の移動、

製品の輸送などにおいて、

より環境に配慮した手段を

選択します。

 環境・

経済

環境配慮型

サービス・製品の

提供

　②(1)年１回参加・協賛

　　 (2)5月30日(ゴミゼロの日)他

　　　　　年2回全従業員参加

　　 (3)全現場のごみ自主回収

　①(1)ハイブリッドカー・電気自動車・

　　 　　燃料電池車(FCV)の導入
 環境・

経済

移動・輸送に

おける

環境配慮の

推進 　②2027年までに社用車すべてを

　　 エコカーに切替

ＳＤＧｓとは
持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは，
2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発
のための2030アジェンダ」に記載された，2030年までに持続可能でよりよい
世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構成され，地球
上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。


